
群馬工業高等専門学校　2006 年度シラバス　8000520004JJ/20090403

( 科目コード：8000520004JJ)

【改訂】第 1 版（2007-03-31）
【科目】応用物理 II

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】電子情報工学科・4 年次
【担当教員】

宇治野 秀晃

【授業目標・教育方針】
量子論への橋渡しを指向した大学教養レベルの線型振動・波動現象に関する理論の理解
大学教養レベルの熱力学の理解

【授業概要】
前期はフーリエ解析のテクニックを用いた，大学教養程度の線型の振動・波動現象に関する基本的な理論を学習する．
また同じテクニックを用いて，自由粒子に対する Schroedinger 方程式を扱い，量子論の基礎に触れる．

【教科書・教材・参考書 等】
物理テキストシリーズ 7. 振動と波動 寺沢徳雄 著 ( 岩波書店 )
物理入門コース 7. 熱力学 戸田 盛和 著 ( 岩波書店 )
宇治野：熱力学講義ノート 2001--2002 ver 1.2

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
チョークと黒板（座学）

【メッセージ】
基本的にほぼ教科書に沿って講義を進める．ただし講義時間数との兼ね合いで講義で取り上げる内容や順序等を必要
に応じ再構成する．意欲的な諸君のための参考になると思われる上記の外の教科書の情報など，講義に関連する情報
は基本的に URL およびその下位のウェブページでアナウンスする．

【リンク】
http://h4ujino.hp.infoseek.co.jp/

【成績評価方法】
［前期］中間試験：50%，期末試験：50%，その他：試験の出題方針及び成績処理の詳細については，上記 URL を参
照のこと．
［後期］中間試験：50%，期末試験：50%，その他：試験の出題方針及び成績処理の詳細については，上記 URL を参
照のこと．

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．
○ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(c) 数学，自然科学および情報技術に関する知識とそれらを応用できる能力
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(1) 基礎工学の内容は，1) 設計・システム系科目群，2) 情報・論理系科目群，3) 材料・バイオ系科目群，4) 力学系
科目群，5) 社会技術系科目群からなり，各群から少なくとも１科目，合計最低６科目についての知識と能力
(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力
(2-b) いくつかの工学の基礎的知識・技術を駆使して実験を計画・遂行し，データを正確に解析し，工学的に考察
し，かつ説明・説得する能力
(2-c) 工学の基礎的な知識・技術を統合し，創造性を発揮して課題を探求し，組み立て，解決する能力

(g) 自主的，継続的に学習できる能力

- 1 -



群馬工業高等専門学校　2006 年度シラバス　8000520004JJ/20090403

【授業計画】（授業名：応用物理 II）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回～第 5 回 多自由度系の振動 ・簡単な連成振動
・鎖状につながれた質点の連成振動

第 6 回～第 10 回 一次元の波 ・連成振動の連続極限
・波動方程式の解
・フーリエ級数展開

第 11 回～第 15 回 確率波としての波動 ・自由粒子の Schroedinger 方程式
・Einstein--de Broglie の関係式
・ガウス型の波束
・群速度と古典的速度

第 16 回 熱力学第 0 法則 ・熱力学第 0 法則
・経験的温度
・理想気体と絶対温度

第 17 回～第 21 回 熱力学第 1 法則 ・熱の定義と内部エネルギー
・熱力学第 1 法則
・可逆変化と準静的変化
・状態量と微分形式
・比熱と気体の内部エネルギー
・理想気体の断熱変化

第 22 回～第 27 回 熱力学第 2 法則 ・熱機関の効率
・不可逆現象
・熱力学第 2 法則
・熱機関の効率と熱力学的絶対温度
・entropy
・Clausius の不等式と entropy 増大の法則

第 28 回～第 30 回 熱力学関数 ・自由エネルギー
・気体に関する Joule の実験と Joule--Thomson の実験
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